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1.研究目的 

本研究では，かぶりを実験要因として，鉄筋腐食模擬実験（以下弾

性体実験とする）を行い，これらの要因が腐食ひび割れ発生腐食量に

与える影響について検討を行った．また，弾性体実験では様々な仮定

の下で内圧や半径変化量を算出しており，この仮定では実際の腐食現

象をモデル化できていない可能性があるため，部分腐食を模擬した弾

性体実験を行うことで，弾性体実験の整合性を評価することとした． 

2.実験概要 

 供試体は図 1 に示すような 150×400×400mm の角柱供試体とし，D19

の異形棒鋼を 150mm ピッチで直交配筋した． 

実験要因として，かぶり 3 種類（10mm，20mm，30mm），内圧導

入方法 2 種類(全体腐食模擬，部分腐食模擬)を設定した．内圧の導入

方法は図 2 に示した通りであり，全体腐食模擬の場合は φ19 で長さ

100mm の弾性体を 1 本挿入し，部分腐食模擬の場合は φ19 で長さ

12.5mm の弾性体 4 本（弾性体長さの合計は 50mm）と，同径で長さ

10mm の鋼板 5 本を交互に挿入した．この時，全長（100mm）を腐

食区間と呼ぶ．載荷装置は図 3 に示した通りで，測定項目は鉛直荷重

と鉛直変位とし，得られた鉛直荷重と鉛直変位から内圧と半径変化量

を算出した 1)． 

3.実験結果および考察  

実験の結果，円柱空洞内の圧力導入部分の内圧が概ね最大となる際

に軸方向ひび割れが発生したため，最大内圧発生時をひび割れ発生時

とした．また，最大内圧時の半径変化量を，腐食膨張倍率を 2.5 倍と

して腐食減量に換算し 1)，これをひび割れ発生腐食量とした．その結

果を表 1 に示す．荒木らは長さ 50mm の弾性体 1 本を挿入し，腐食区

間を 50mm とした全体腐食模擬の弾性体実験を行っており，その結果

1)も併せて表 1 に記載している． 

表 1 から，最大内圧時の換算腐食量はかぶりが大きくなると大きく

なることが分かる．また，部分腐食模擬実験の腐食面積あたりの結果

は，かぶり 10mm の場合を除いて，荒木らの結果に近い値であった．

よって，挿入する弾性体の合計長さが等しければ，弾性体を数本に分けて挿入しても腐食面積あたりの，最

大内圧時の半径変化量および換算腐食減量は概ね等しい可能性がある．今回用いた粗骨材は最大寸法が

15mm のものであったため，かぶり 10mm の場合はかぶり面に粗骨材が十分存在していなかった可能性が

ある．そのため，かぶり 10mm の場合のみ他と異なる傾向を示したものと思われる． 
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図 1 供試体概要 
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次に，部分腐食模擬実験の腐食区間 100mm あたりの結果

と，腐食区間 50mm あたりの全体腐食模擬実験の結果を図 4

に示す．図 4 を見ると，換算腐食減量は部分腐食(腐食区間

100mm あたり)の方が小さい傾向が見える．このことから，

実際の鉄筋で考えると，腐食区間が例えば 200mm，300mm

で，実質腐食長さが 100mm となっているような部分腐食の

場合には，腐食区間 100mm が全体腐食する場合よりも，小

さな腐食量でひび割れを生じる可能性があると言える． 

本研究の，腐食区間を 100mm とした全体腐食模擬の弾性

体実験の結果と，それに諸元の近い既往の研究を比較したも

のを表 2 に示す．これを見ると弾性体実験から得られる軸方

向ひび割れ発生腐食量は電食実験や自然腐食実験などの結果

と比べると大きな値であった．この原因としては，1 本の弾

性体を挿入した弾性体実験は腐食区間の均一な全体腐食を模

擬した実験であるのに対し，実際の鉄筋腐食では腐食区間に

おいて均一に腐食することはほとんどないということが考え

られる．しかし，内圧の導入方法を変更し部分腐食を模擬す

れば，弾性体実験から得られる腐食ひび割れ発生腐食量は大

幅に小さくなる可能性があることが分かった．以上より，内

圧の導入方法を変更することで弾性体実験の妥当性を高める

ことができると考えられる．ただし，本研究では模擬した腐

食形態が 2 パターンであり供試体の数も少ないため，今後更

なる研究が必要である． 

4.結論 

(1) 挿入する弾性体の合計長さが等しければ，弾性体を数本

に分けて挿入しても腐食面積あたりの最大内圧時の半径変化

量および換算腐食減量は，概ね等しい可能性がある．  

(2) 部分腐食の場合には，腐食長さの合計長さが同じ場合で

あれば，全体腐食時よりもかなり小さい腐食量でひび割れが

発生する可能性があることが分かった． 

(3)他の電食実験のように実際に鉄筋を腐食させる実験と比べると，弾性体実験から得られる軸方向ひび割れ

発生腐食量は大きな値であった． 

(4) 弾性体実験の妥当性の向上には，内圧の導入方法を変更することが有効であり，今後様々な方法を試す

必要がある． 
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図 4 部分腐食と全体腐食での 

換算腐食減量の比較 
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表 1 ひび割れ発生時の換算腐食減量 

W/C(%) 10 20 30 10 20 30
腐食区間
100mm

あたり※1
全体腐食 60 0.19 0.22 0.38 102 115 203

腐食面積

あたり※2 60 0.95 1.16 1.53 524 659 865

腐食区間
100mm

あたり※3
60 0.95 1.16 1.53 258 303 405

荒木ら
1)

腐食区間
50mm

あたり※4
全体腐食 62 0.28 0.96 1.30 149 528 728

本研究

※1･･･腐食区間100mmの周面積を用いて算出

※2･･･実質腐食面積（腐食区間50mmの周面積）を用いて算出

※3･･･腐食区間100mmの周面積を用いて算出

※4･･･腐食区間50mmの周面積を用いて算出

半径変化量(mm) 換算腐食減量
(mg/cm²)

かぶり(mm) かぶり(mm)

部分腐食

表 2 既往の研究との比較 

研究者等 実験方法 腐食区間
かぶり
(mm) 鉄筋種類

軸方向ひ
び割れ発
生腐食量

(mg/cm
2
)

武若ら
2) 電食 100mm 40 D13 20

濱田ら
3) 電食 50mm 40 D19 80注

宇野ら
4) 電食 100mm 20 D19 31

本研究 弾性体 100mm 10，20，30 D19 102～203
注：供試体の寸法を考慮し，本実験のL=100mmに近いと考えた

L=50cmの実験結果を用いて，幅0.05mmの腐食ひび割れが発生

する腐食減量を算出．
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